
自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）田岡化学工業株式会社播磨工場

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

当事業所では、ISO14001：2004を取得し、「環境方針」において事業

活動のあらゆる面で地球環境への負荷を最小限にする工場を目指し、

地域社会への貢献を図ることを宣言している。

１．事業活動が与える環境影響を調査・評価し、環境目的及び目標

を定め、定期的に見直し、環境保全の継続的改善を全員で推進

する。

２．関連法規制及びその他の要求事項を遵守し、環境負荷の低減に

努める。

３．省エネルギー、リサイクル等により資源の有効利用と廃棄物の

削減を図るとともに、環境汚染物質の適切な管理を行う。

４．組織のために働くすべての人を対象として、環境教育及び啓蒙

活動を実施し、環境意識の向上と環境方針の周知を図る。

５．事業活動を通じ、地域住民とのコミュニケーションを図り、地

域社会に貢献する。

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること）

2005年度より毎年、環境安全報告書（全社版）を発刊し公表している。

１－２ 環境保全活動に関する組織体制

以下の組織をもって、環境保全活動に関する組織体制とする。

播磨工場長 環境管理責任者 製造部（第一、二製造課）

ＲＣ室環境保安

播磨工場環境委員会 ＲＣ室品質保証

工務部

技術室・研究所

総務人事室

田岡サービス㈱播磨事業所

㈱田岡化学分析センター兵庫事業所



別紙２

２ 環境保全活動の実施状況等

項 目 取組結果 今後の取組計画

環境マネジメン

トシステムの活

用

・ISO14001システム活用による環境保全活動の推進

・2010年5月 定期審査合格（ISO14001認証継続）

・活動の継続

省資源及び省エ

ネルギーの推進

・クールビズ、ウォームビズ推進

・省エネ機器、省エネ技術、グリーン用品の調査 、

購入推進及びプロセス改善による省エネ

（16万KWh/年） 

・不要電灯の消灯、不要機器スイッチOFF継続中

・室内温度の適正管理継続

・エネルギー使用量詳

細解析

・高効率設備へ更新

・製造工程変更による

エネルギーロス

削減

PRTR対象物質の

排出削減

・PRTR対象物質の排出量、移動量の把握及び

2009年度実績を行政へ報告

・排出量削減検討継続中

・除害設備増強等の

対策実施

環境コミュニケ

ーション

・環境・安全報告書の発行(2005年から毎年発行)

・地域社会行事への積極参画

①ゲートゴルフ大会

②溝掃除

・環境安全報告書の

発行継続

・地域社会行事への

積極参画継続

環境教育 ・環境月間行事の取組として自覚教育実施

・行政、環境諸協議会主催等の講演会等への積極参

加

・教育の継続実施


